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「みどりがおか」 令和７年2月24日（火）

第47号（文責：安藤真二）

「うつわ」

うつわ、器、それは、物を入れる道具の

こと。体の中の臓器など特定の働きを持つ

物体のこと。また、人間の才能や度量を指

す言葉として使うことも多いです。

若いころは、器の大きい人間になるよう

先輩方に言われたものですが、ふと気づい

たら、先輩方は別の世界に行かれてしまっ

た。もうお叱りを受けるチャンスも極めて

少なくなりました。

（ナンテンの赤い実 宮崎市柏原 2026.2.14）

飲み会の幹事になったのに、自分も調子

に乗って飲んでしまい、全体を見渡して行

動することができなくなり、すごく怒られ

たり、修学旅行の集合時間にギリギリに到

着して、生徒と共に指導されたり、恥ずか

（癒しの花たち 延岡市緑ヶ丘 2026.2.20）

しい経験が結構あります。

何かに夢中になると、つい全体を観察す

ることがおろそかになった事例。その度に

恥ずかしい思いをするのですが、のど元過

ぎると、また油断してしまう自分……。

失敗だらけで、反省の山が築かれていき

ます。

（乙女椿 延岡市緑ヶ丘 20206.2.18）

自分よりも若い方が飲み会の幹事をされ

スムーズに盛り上げていく姿を見ると「自

分にはあのようにはできないな！」という

気持ちになり、役が回ってこないことを祈

っていた自分……。

「自分の小ささを知って、初めて成長で

きるのです。」（2006.5.25）これは、ローマ
教皇フランシスコの言葉。逃げるのではな

く、まず現状を認めること。これが器のも

とになっていくのでしょう。

（乙女椿 延岡市緑ヶ丘 20206.2.18）


